
＜平成２５年６月 第２回定例会 一般質問より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

一つ目に、防災行政無線のデジタル化と音声自動応答システムの導入について

であります。 

この件につきましては、以前より防災情報などが聞こえづらいとのお声から、

立川市としても、今年度はデジタル化になることとあわせ、それでも聞こえづ

らい地域への対応策として、音声自動応答システム導入が今年度予算に組み込

まれております。このことに対しましては、今か今かと期待をして待っていら

っしゃる方もいらっしゃいます。 

そこでお伺いいたします。 

この防災行政無線のデジタル化と音声自動応答システム設置の具体的なスケジ

ュール、これが決まっておりましたらお示しください。 

 

◎市民生活部長（小林健司君） 

防災対策についてお答えいたします。 

防災無線の関係でございます。 

難聴地域の解消を図っていくために、デジタル方式への更新を今年度予定して

ございます。現庁舎に親局を設置するとともに、子局 10局の増設を含む 81局

の子局の整備と、それから、議員からもお話がございました電話応答システム

を導入したいというふうに考えてございます。 

電話応答システムの件でございますが、こちらにつきましては、防災行政無線

の工事と一体的に整備を図ることになっておりまして、切り離して実施するも

のではないので、デジタル化の工事の着手後に音声自動応答システムを導入し

たいというふうに考えてございますが、いずれにしても、工事については早急

に図っていきたいというふうに考えてございます。 

 



◆４番（山本みちよ君） 

次に、防災対策ですが、防災行政無線、この件につきましては、かなり聞こえ

づらい、聞こえづらいということがクローズアップされておりますが、逆に、

場所によっては、住環境や建物の影響によりまして、聞くに耐えない、まさに

騒音となって鳴り響いてしまっている、そういった箇所も現実にあるわけなん

ですね。私も地域を回っていたときに、この間言われたことは、あれでは行政

無線ではなくて、公害無線だ、このように言われて帰ってきた経緯もございま

す。 

このような苦情といったものも市には寄せられることがあるかと思いますが、

こういった苦情というものがどのくらいあるものなのか、そうした箇所は押さ

えていらっしゃるのか、おわかりでしたらお示しください。 

 

◎市民生活部長（小林健司君） 

防災行政無線の苦情でございます。平成 20年度から統計をとってございまして、

平成 20年度 10件、21 年度 11件、22年度８件、23年度 67件、24 年度が 21件

となっています。場所でございますが、こちらについてはさまざまな箇所なん

ですが、多いのはやはり市境ということで、例えば若葉町方面であるとか、そ

の辺が多うございます。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

私の家もよく小平市が聞こえておりますが、ちょっと音声が悪いのは、実は立

川のほうの原音がちょっと悪いようなので、そのことを言われたかと思います。 

大体の場所はもうおわかりかと思いますが、例えば、この設置がこれからされ

るということで、順番はさまざま検討された上で行うということになると思い

ますが、こうした苦情が出ているというか、確かにここは大変にうるさいぞと

かというような場所につきましては、優先的に変更していくといったようなお

考えといったものはあるのか、お伺いいたします。 

 



◎市民生活部長（小林健司君） 

工事計画を立案する際には、苦情ということも一つの要素として、総合的に検

討を進めていきたいというふうに考えております。 


